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あなたは本会会民として/ JE I r 告な研究心をもって努力さ !! 
れ、その成果を期待することまことに大きレものがあ 11 

ります。ここに森為三博土生物研究奨学会の規定に従 11 

って金 5.000円也を贈呈します。 11 
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西村氏の行績につし、ては、オh 品川にも度々の御報告があ
ったので今更申しあげるまでもなし、と思うのであるが、
氏は京大河川生態学研究グループの有力な青年メンハー
であり、日本生態学雑誌にもその輝やかしし、行績報告か
度々なされ将来嘱望に仰する学徒であると信ずる。記念
すべき第 l 回贈呈式には未亡人森しげ f夫人手ずから御

l、度L、ことをおねがいしたところ辛い御快諾卜

さったので、 日iJ日兵庫港カ・ら海路洲本まで、 主I谷、 当三
井、渋谷で御案内申しあげ、翌日総会の H程に贈呈式の
儀を力11え意義ある第 1
J五t，、

OO/IJの追加l寄付の申し1 ! : 1 i あり‘今後は盆150，000円を
| 基金として毎年規程に従し、運討することとなったことを
御報告して諸君と其iζ、森先司ての御遺志にメ、IL'?里謝申し
あげると 'J Lあげliとしu
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故森為三先生逝去後/1:1もなし、初秋、先生未亡人森しげ
f夫人カ・ら、故先生の街l遺志に従レ、金 100，000円を本
会に寄付する旨、中入れを受けたので半念、にl1 M 事会を召
集され度L 、との要請が即事室井紳先生カゐらあったので、

ょの件を審議し、折角の御厚志を u受、先生の御iえ皆、を
氷久に忘れる ιとなく jfIl 々は傍力M進本会の発展の礎と
すゐ乙とをlドし介わせた。
その後、奨学規約を逗め保管j也;;;， j ゐ4 とじな- ，に0

4 れにつL 、てはみ:;t，S V ol. 4  No. 3  ， 4 宇井和;l先λ| の"己
J事:を御参照似し、!ム， '" 
本年は同会規約ιよる最初Jの州単仁あ心 J 規約iこより

第 l 回贈呈候補者として会員養父郡関宮中学校教諭西村
伊氏の推薦があっ fこので選考委門会を組織 L
の代J王者の必JH::も I11Jき、 Hk郎通り iJLi村氏を河、ある抗 l
回贈呈者とする ζ とに決反したの


